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である。ピッツバーグ大学図書館の 2006 年度の統計によると，オンラインの図書館利用回数は館内でのサービス利用回数の 10.9 倍である
ことが分かった。図書館ウェブサイトが利用者にどれほど使いやすくデザインされているかを知るために，2007 年 11 月，ユーザビリティ
調査を行った。調査の結果から，ウェブデザインの改善と検索ボックスの一本化が必要であることが分かった。次世代 OPAC にその解決策







ピッツバーグ大学は 9,800 人の大学院生を含む 33,000 人
の学生と，4,100 人の専任教授を含む 12,200 人の教職員を
ようする総合大学である。大学図書館の蔵書は 490 万冊，
雑誌 5 万タイトル，電子雑誌 37,000 タイトル，電子書籍
224,000 タイトルである。その図書館の 2006 年度のオン
ライン検索と電子リファレンスの利用回数は合計 727万回
なのに対して，書籍の貸出しと館内でのリファレンス，イ























文提供 1,716 本，2007 年 8 月現在），プレプリントと灰色
文献のアーカイブ，そして当図書館が提供するデジタル・










 調査の目的は図書館ウェブサイトの重要な機能 14 項目
について，利用者がどれだけ分かりやすく答えを見つけら
＊ぐっど ながはし ひろゆき ピッツバーグ大学東アジア図
書館 
207H Hillman Library, 3960 Forbes Avenue, Pittsburgh, 
PA 15260, US 
Tel. +412-648-8187        （原稿受領 2008.3.25）
 
表 1 ピッツバーグ大学人的サービスとデジタルサービス 
利用回数の比較 2005 と 2006 年 
 2005 2006 
人的サービス  
 貸出し 499,939 477,593
 リファレンス 323,881 185,356
 インストラクション・セッション 1,872 1,988
合計 825,692 664,937
デジタル・サービス  
 電子リファレンス 8,641 7,665
 電子資料のオンライン検索 7,877,849 7,262,475
合計 7,886,490 7,270,140
情報の科学と技術 58 巻 6 号（2008） ― 286 ― 
れるかを計ることにある。参加者はボランティアで募った











 参加者が 11 名なので，4 段階の自己評価は 1－11 の得点
で表すことができる。その得点で各項目の分かりやすさを









  得点：10＝分かりやすい 
3.2 いまは日曜の午後 8 時です。あなたは図書館に行きた
いのですが，図書館は開いていますか？ 





  得点：4＝分からない 
3.4 図書館のウェブサイトから 1990年のニューズウィー
クの記事は入手できますか？ 










  得点：2＝分からない 
3.7 ピッツバーグ大学工学科ビーバー図書館の電話番号
を見つけてください。 




ウェブサイトから，どうやって PI を探しますか？ 








3.10.1 この検索結果から 2 つの書誌情報を選んで
印刷するにはどうしますか？ 
3.10.2 この 2 つの検索結果をコンピューターに保
存するにはどうしますか？ 









  得点：8＝分かりにくい 
3.13 図書館はフットボールのビデオを持っていますか？ 
  得点：3＝分からない 
3.14 現在あなたが借りている本のリストを見るには，
ウェブサイトのどこへ行けばいいですか？ 
  得点：10＝分かりやすい 
4．調査結果と問題点 
 一番参加者が分からなかったのはQ6のAPAの引用方法
を説明するページにアクセスする方法で，正解は 11 名中 2
図 1 ピッツバーグ大学図書館ホームページ 





この 3 問の問題点を見てみよう。 






う（USE THE LIBRARIES）」をクリック（図 1），次に“下



























に飛び込んでくるのは「ピッツの本を探す（To find a book 












































名された AquaBrowser にアクセスしてみると，中央に 1
つの検索ボックスがあり，その下に Search，Discover，






図 2 誤解を招く PITTCat のページ 
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電子リソースには様々なデータベースの本文，書誌情報へ
のリンクも付いている。タグ・クラウドには web，interface



















のでヒット数は 0 だった。 










































図 3 AquaBrowser を導入したシカゴ大学の OPAC 
図 4 アイオワ大学の次世代 OPAC 
図 5 ワシントン大学の次世代 OPAC 
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Special feature: Library user surveys. Usability survey of library webcat-A case study of the University of 
Pittsburgh. Good, Hiroyuki NAGAHASHI (207H Hillman Library, 3960 Forbes Avenue, Pittsburgh, PA 15260, 
USA) 
 
Abstract： In this digital age, users look for more usability of online searches than onsite services for university 
libraries. Based on the 2006 fiscal year statistics of the University of Library System, the number of online 
access to the library resources is 10.9 times more than the number of onsite services. We conducted a usability 
test in November, 2007, in order to investigate how well the users understood the website. We found out that 
we have to improve the design of the website and centralize the search boxes. There to be a solution with the 
next generation OPAC. 
Keywords: usability test / university library / University of Pittsburgh / website / web design / search / next 
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